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証券コード：3526

2025年3月期（第125期） 
（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日）

芦森グループ決算説明資料

連結業績は、売上高 72,604百万円、
営業利益 4,618百万円、経常利益 4,213百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益 2,758百万円となりました。

2025年 5月 13日

芦森工業株式会社
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1. 連結業績の概要

■売上高・営業利益・経常利益は過去最高。

■為替差損（営業外費用） ▲ 431百万円

■特別損益の内訳

・投資有価証券売却益 ＋   74百万円
・固定資産売却益 ＋ 225百万円

   ・機能製品事業の製品保証引当金戻入額
＋   33百万円

・自動車安全部品事業の製品保証損失
▲ 990百万円

・機能製品事業の製品保証損失、
棚卸資産評価損、製品補償対策費

 ▲ 145百万円
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百万円 百万円 百万円 ％

売上高 68,389 72,604 4,214 6.2

営業利益 3,753 4,618 864 23.0

（営業利益率） 5.5% 6.4% - 0.9

経常利益 4,202 4,213 11 0.3

特別損益 135 ▲ 801 ▲ 936 -

税金等調整前

当期純利益
4,337 3,412 ▲ 924 ▲ 21.3

親会社株主に

帰属する

当期純利益

3,217 2,758 ▲ 458 ▲ 14.3

 前期比で 増収増益（営業利益/経常利益ベース）

前期比
2025年3月期

実績

2024年3月期

実績
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2. セグメント別業績の概要

■自動車安全部品事業
一部で生産調整の影響があったが、円安効果と原材
料価格の市況変動分および労務費上昇分の一部を売
価に転嫁した結果、前期比・計画比ともに増収増益。

■機能製品事業
パルテム
下水道分野における繰越工事が多く、売上高は前年
度を上回る水準となったが、原材料高騰や労務費上
昇などのコストアップ、加えて将来の成長に向けた
投資も増加し、収益率は低下。前期比で増収減益、
計画比で減収減益。

防災
前年度は大口径ホースシステム関連の石油コンビ
ナート向け大型案件納入があったこと、また品質問
題が発生した消防用・消火栓用ホースの販売が低調
に推移し、前期比・計画比ともに減収減益。

産業資材
上期に地盤改良商品の大型土木工事案件の施工・納
入があったほか、全般的な市況回復傾向により、自
動車産業や防火スクリーン用途の広巾織物の販売が
堅調に推移し、前期比・計画比ともに増収増益。
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百万円 百万円 百万円 ％

売上高 50,039 52,855 2,816 5.6

営業利益 2,317 3,379 1,062 45.8

 (営業利益率) 4.6% 6.4% - 1.8

売上高 18,320 19,723 1,402 7.7

営業利益 2,184 1,892 ▲ 291 ▲ 13.3

 (営業利益率) 11.9% 9.6% - ▲ 2.3

売上高 29 25 ▲ 4 ▲ 13.7

営業利益 11 9 ▲ 1 ▲ 15.0

全社費用 一般管理費 ▲ 758 ▲ 663 95 -

売上高 68,389 72,604 4,214 6.2

営業利益 3,753 4,618 864 23.0

 (営業利益率) 5.5% 6.4% - 0.9

合　計

その他

2024年3月期

実績

2025年3月期

実績
前期比

自動車安全部品

事業

機能製品事業
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3. 連結Ｂ/Ｓ

■ 棚卸資産の削減に伴って借入金の返済を進め
たことにより、前期末比で有利子負債が
▲1,614百万円。

■ 一部仕入先への支払サイトを短縮したこと等
により、前期末比でその他負債（買掛金等）
が▲365百万円。
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（単位：百万円）

2024年3月期

期末

2025年3月期

期末
前期末比

流動資産 34,652 35,226 573

固定資産 19,209 19,044 ▲ 164

資産合計 53,861 54,271 409

有利子負債 12,937 11,323 ▲ 1,614

その他負債 18,358 17,992 ▲ 365

負債合計 31,295 29,315 ▲ 1,979

資本金 8,388 8,388 -

資本剰余金 1,632 1,632 -

利益剰余金 10,901 13,046 2,145

自己株式 ▲ 148 ▲ 104 43

その他の包括利益累計額 1,743 1,955 211

新株予約権 24 13 ▲ 11

非支配株主持分 24 23 ▲ 0

純資産の部合計 22,566 24,955 2,388

負債及び純資産の部合計 53,861 54,271 409

自己資本比率 41.8% 45.9% 4.1
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4. 連結Ｃ/Ｆと設備投資の状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」・・・棚卸資産の減少等により、前期比で改善。
 「投資活動によるキャッシュ・フロー」・・・設備投資の増加等により、前期比で悪化。
 「財務活動によるキャッシュ・フロー」・・・配当金支出の増加等により、前期比で悪化。
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営業活動によるキャッシュ･フロー 3,173 4,286 1,112

投資活動によるキャッシュ･フロー ▲ 725 ▲ 1,178 ▲ 453

財務活動によるキャッシュ･フロー ▲ 1,901 ▲ 2,254 ▲ 352

現金及び現金同等物に係る換算差額 306 178 ▲ 127

現金及び現金同等物の増減額 853 1,031 177

現金及び現金同等物の期末残高 5,255 6,287 1,031

（単位：百万円）
前期比

2024年3月期

実績

2025年3月期

実績

（単位：百万円） 2021/3 期 2022/3 期 2023/3 期 2024/3 期 2025/3 期

設備投資額 1,545 4,762 1,517 1,310 2,068

減価償却費 2,057 1,842 1,885 1,746 1,756
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5. 2026年3月期 事業計画

■自動車安全部品事業
自動車市場の縮小に伴う対象台数の減少およ
び製品構成の変化に加え、当期実績よりも円
高を想定したことにより、減収減益の計画。

■機能製品事業
パルテム
売上構成の小口径へのシフトや価格改定前の
受注案件が残ること、新工法開発等に伴う労
務費・試験研究費の負担を想定し、増収減益
の計画。

防災
消防用・消火栓用ホースの販売が回復し、
増収増益の計画。

産業資材
広巾織物の原材料費上昇や、円安継続による
物流分野の仕入価格高止まりの影響で伸び悩
み、増収減益の計画。
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百万円 百万円 百万円 ％

売上高 52,855 46,000 ▲ 6,855 ▲ 13.0

営業利益 3,379 2,200 ▲ 1,179 ▲ 34.9

(営業利益率) 6.4% 4.8% - ▲ 1.6

売上高 19,723 20,000 276 1.4

営業利益 1,892 1,600 ▲ 292 ▲ 15.5

(営業利益率) 9.6% 8.0% - ▲ 1.6

売上高 25 24 ▲ 1 ▲ 5.9

営業利益 9 12 2 27.0

一般管理費 ▲ 663 ▲ 800 ▲ 136 -

売上高 72,604 66,000 ▲ 6,604 ▲ 9.1

営業利益 4,618 3,000 ▲ 1,618 ▲ 35.0

(営業利益率) 6.4% 4.5% - ▲ 1.8

経常利益 4,213 3,000 ▲ 1,213 ▲ 28.8

特別損益 ▲ 801 - - -

親会社株主に

帰属する

当期純利益

2,758 2,200 ▲ 558 ▲ 20.2

2025年3月期

実績

2026年3月期

計画
前期比

報

告

セ

グ

メ

ン

ト

その他

全社費用

合　計

自動車安全部品

事業

機能製品事業
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芦森グループ中期経営計画

2025年5月13日

芦森工業株式会社

Road to 150 
2026年3月期～2028年3月期（第126期～第128期）

2028年の創業150周年、更にはその先に向けた持続的成長を目指す経営計画
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前回の中期経営計画（2023年3月期～2025年3月期）の進捗

・会社全体としては、中期経営計画の数値目標を達成

・自動車安全部品事業は、豊田合成(株)との協業の成果や円安の好影響により、業績は大幅に伸長

・機能製品事業は、数値目標は未達であったが、ほぼ横ばいで推移

52,855

▲ 300
0

400

▲ 1,273

583

2,317

3,379

▲ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

売上高 （単位： 百万円）   営業利益
中期

経営計画
2025/3期
実績

判
定

売上高 600億円 726億円 〇

営業利益 27億円 46億円 〇

当期純利益 20億円 27億円 〇

ROIC 6.3％ 7.6% 〇

自己資本
比率

40％
以上

45.9％ 〇

１株
当たり配当

100円 100円 〇

数値目標の達成状況

〇＝達成または実現

19,723

2,150
2,600

2,900

2,268 2,207 2,184 1,892

▲ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

72,604

1,250

2,000

2,700

536

2,152

3,753

4,618

▲ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

売上高  （単位： 百万円） 営業利益

＜全社の業績推移＞ ＜自動車安全部品事業の業績推移＞

売上高 （単位： 百万円）   営業利益

＜機能製品事業の業績推移＞

売上高（中計） 売上高（実績）

営業利益（中計） 営業利益（実績）

売上高（中計） 売上高（実績）

営業利益（中計） 営業利益（実績）

売上高（中計） 売上高（実績）

営業利益（中計） 営業利益（実績）

豊田合成(株)との協業の成果
 ■ TPS(トヨタ生産方式)による生産性改善
 ■技術・人材交流による商品競争力の向上
 ■サプライチェーンの統合・共有による

 原価低減



Copyright © All right reserved. Ashimori Industry Co., Ltd. 9 / 2 3

MVV（ミッション・ビジョン・バリュー）/ スローガン

私たちは、繊維で培ったコア技術を活かして
社会課題を解決する企業であり続けます※

※このたび、【ビジョン】を更新いたしました。

私たちの使命は、
命と暮らしを守る製品を提供することです

私たちは、誠実に、ルールを守り、
品質最優先のものづくりに取り組みます

Mission

Vision

Values

中央の社章は社是を意味します。
社是を経営理念として最上位に堅持し、

MVVと一体で、あるべき姿を目指す会社の
「道標」とします。

スローガン
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芦森工業が2030年に目指す姿

創業100年超え企業

命と暮らしを守る製品の提供を通じて
明治から令和まで社会に貢献してきた芦森工業

私たちは、繊維で培ったコア技術を活かして
社会課題を解決する企業であり続けます。

企業価値向上

社会課題の解決

・豊田合成(株)との協業の進化/深化
・業績回復による財務体質改善
・人的資本、研究開発、設備への投資

・交通事故死者ゼロへ
・社会インフラ（埋設管）の老朽化
・地球温暖化による海岸線浸食
・火災や災害への対応
・物流の人手不足、等

技術力と実績

創業150周年、更には
その先に向けて、

繊維で培ったコア技術を
活かして社会課題を解決

命と暮らしを守る会社の使命に
こだわり企業として

成長を続ける

2030年に目指す姿
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中期経営計画「Road to 150」の骨子

・「命と暮らしを守る」会社ミッションにこだわり、社会課題の解決と企業としての成長を両立

・繊維で培ったコア技術を活用し、四つの事業領域を通して社会課題の解決に取り組む

＜事業領域＞ 2030年に目指す姿

自動車安全部品

パルテム

防災

産業資材

＜解決すべき社会課題＞ ＜企業としての成長可能性＞

豊田合成(株)とのアライアンスによる
エアバッグ、シートベルトの拡販

繊維で培った
コア技術を活かして
社会課題の解決と
企業の成長を両立

下水道分野は新工法開発と新工場で需要増に
対応。上水道分野への本格参入

消防用ホースの新製品開発
大口径ホース、防災資機材の拡販

次の大型製品（地盤改良製品、高機能繊維に
よる金属代替品）の開発･販売

交通事故死者ゼロに
向けた衝突安全規制強化

上下水道管の老朽化が
社会問題化

自然災害や大規模火災の増加

建設土木、物流業界の
人手不足等の課題

機
能
製
品

売上高   900億円
営業利益  60億円

車の
安心安全

老朽管
の更生

ホースの
製品開発

特殊な
繊維製品
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65,624

68,389 72,604

66,000

68,000
70,000

90,000

2,152

3,753

4,618

3,000

3,500
4,000

6,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

売上高 営業利益

中期経営計画「Road to 150」の目標

・2030年に向けて人的資本、研究開発、設備への投資を積極的に実施

・更なる成長のために、次の3年間は基盤整備を推進する期間と位置付ける

← 中期経営計画→

営業利益売上高

（単位： 百万円）

2028/3期目標 2031/3期目標

ROIC 5.0％以上 8.0%以上

配当

中間配当を含め
100円/株以上

かつ
DOE2.5%以上

中間配当を含め
100円/株以上

かつ
DOE2.5%以上

研究開発費
中期３か年で50億円
対売上高2.5%

設備投資
中期3か年で

 160億円

＜主要な目標＞

ROIC（投下資本利益率）= 最終利益 ÷（有利子負債＋自己資本）
DOE（株主資本配当率）＝ 年間配当総額 ÷ 株主資本

＜業績の目標＞

想定
145円 / 米ドル 

実績
150円 

実績
128円 

実績
136円 

次の３年間は投資額の拡大に加え、若干の円高と自動車市場の縮小を想定
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事業戦略：自動車安全部品事業

・エアバッグ、次世代シートベルトと
内装品のラインナップ拡充で、
更なるグローバル拡販を実現する

・豊田合成（株）との協業シナジーを最大化
することで、衝突安全システムメーカーの
ポジションを強化する

グローバル市場で、特徴ある
製品で他社にない価値を提供
し、存在感のあるビジネス
パートナーを目指す

事業にかける思い

法規/アセスメント動向、BEVの
進展に伴い、技術競争が激化

競争環境の分析 成長のための戦略

コストダウンの標準化ニーズと
商品力アップのための差別化
ニーズに対しての迅速な対応が
必要

顧客ニーズに対応した強い商品
により、グローバル市場での拡
販を実現する

生産性の更なる向上と事業効率化
を追求し、バリューチェーンを進
化させる

自動車用シートベルト エアバッグ



Copyright © All right reserved. Ashimori Industry Co., Ltd. 1 4 / 2 3

事業戦略：自動車安全部品事業

次世代シートベルトの市場投入による拡販

電動化対応の高付加価値シェードの市場投入

顧客ニーズに対応したドア/ルーフシェード、
トノカバーの商品ラインナップ拡充

豊田合成(株)との協業による両社の強みを活かした
エアバッグの更なる拡販とシートベルトセット拡販

次期3年間の目標

3,379

2,200 2,300 2,500

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2025/3期 2026/3期 2027/3期 2028/3期

営業利益の目標（単位：百万円）

52,855
46,000 47,000 48,000

0

20,000

40,000

60,000

2025/3期 2026/3期 2027/3期 2028/3期

売上高の目標（単位：百万円）

（為替予算レート 1米ドル：145円）

①商品戦略

②品質/生産戦略

ビジネスパートナー含めた品質アップ活動の拡充

TPS（トヨタ生産方式）の全拠点展開

③拠点運営基盤の安定化で各市場の拡販体制強化

④人材戦略

階層教育の充実で次世代幹部職とコア人材を育成

重点施策

シートベルト

海外拠点を6か国に展開

エアバッグ

ドアシェード
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事業戦略：機能製品事業

・老朽化が進む上下水道分野の管更生において、
積極投資（下水道分野）と国のプロジェクト
への参加（上水道分野）を推進

・防災、産業資材の分野においても
新製品開発を進め、シェアアップを図る

インフラ老朽化、災害･減
災、環境保全、物流2024
年問題などの社会問題に
対応する製品･サービスの
開発･販売

事業にかける思い 競争環境の分析 成長のための戦略

パルテム
管更生の需要拡大に対応できる体制構築

防災
成長分野である防災市場の製品拡充

産業資材
広巾製品に次ぐ新たな事業の柱の確立

パルテム
下水道は競争激化。上水道は市場参入の壁

防災
新規参入は少なく限られた会社間の競争

産業資材
製品種類が多く差別化や独自性が必要

パルテム・フローリング工法 船舶用ロープ消防用ホース
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営業利益の目標（単位：百万円）
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0
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25,000

2025/3期 2026/3期 2027/3期 2028/3期

売上高の目標（単位：百万円）

事業戦略：機能製品事業

下水道：新工法開発と新工場建設(※)によるシェアアップ
上水道：管更生の拡大に向けた国土交通省の調査プロジェクト

への積極参加（→ガイドライン策定に繋げる）
(※)栃木県下野市、3万㎡、2027年春操業開始予定

① 高機能消防･排水ホースの販売拡充
② 大規模事業所向け大容量送水ビジネスの提案力強化
③ 防災新資機材の開発

① 広巾の高付加価値製品や物流省力化製品の拡販 
② 地盤改良製品の国内外での販売強化
③ 金属代替繊維製品の開発

人材の確保、顧客志向や現場力の向上、技術の承継

パルテム

防災

産業資材

人材戦略

重点施策 次期3年間の目標

（為替予算レート 1米ドル：145円）

パルテムHL工法

緊急排水ホース「パルジェット」

タイミングベルト用歯付補強布
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財務・投資戦略（更なる成長のための基盤整備）

・減価償却費相当額の「守りの投資」から脱却し、未来の収益基盤を整備する「攻めの投資」へ転換。
有利子負債が増加するが、以前に比べて充実した自己資本を背景に、財務健全性は維持

・DOE基準による配当で、株主還元を安定化

■研究開発

骨 太 方 針

新規分野の開拓 ① 軽量繊維コンポジット材の商品開発
② ファイバーセンシング技術開発
③ 金属から繊維への代替製品開発

機能製品事業支援 ① 製織技術(スピード･大口径化他)の向上
② パルテム製造における自動化･省力化

＜投資戦略＞

■設備投資

成長投資枠として、80億円
パルテム新工場、自動車安全部品事業の新製品製造設備等への投資、
防災・産業資材事業の主力製品への集中投資により、当社グループの
更なる成長基盤を整備。

設備更新枠として、80億円
大阪工場、篠山工場の既存設備を生産性向上･環境･省力化に留意した
設備への更新を進め、安全･品質を優先した高品質･高付加価値製品の
製造を実現する。

過去３年間（2022/3期～2025/3期） 今後３年間（2026/3期～2028/3期）

＝自動車安全部品事業 ＝機能製品事業 ＝その他機自 他

＜財務戦略＞ ３年間のキャッシュ・アロケーション

営業
CF

株主
還元

更
新
投
資

資金
調達

成
長
投
資

150
億円

30
億円 20

億円

80
億円

80
億円

機

機

自

自

20
億円

50
億円

30
億円

50
億円

他10
億円

営業
CF

株主
還元

設備
投資

追加運
転資金
の確保

借入
返済

130
億円

10
億円

10
億円

35
億円

45
億円

資産圧
縮ほか

50
億円
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イノベーション戦略（更なる成長のための基盤整備）

「織る/組む」「巻取る/固定する」「樹脂加工」 
「膨らませる」のコア技術を活かした製品開発を進める

約 37億円から約 50億円へ

＜製品開発戦略＞

＜先行開発、要素技術開発戦略＞

引き出し
巻き戻し

ロック機構

ラチェット機構

カム機構

オーバーセンター
機構

補強

隙間埋め

送水・排水

液送

管路補修

エアジャッキ

エアクッション

巻取る
固定する

膨らませる

樹脂
加工

織る
組む

コア技術

織物
糸

組み物

押出

DIP

コーティング

ラミネート

巻取る 止める

締める

固定する

モルタル充填

液化
ガス
充填

エア充填

水
充填

細巾織物
広巾織物

円筒織物

要素技術

リトラクタ技術

停止技術

締付技術

モルタル充填技術

水密技術

耐低温技術

エア制御技術

貼り合せ

接着材塗布

貼り合せ技術

塗布技術

着色処理

ディッピング技術

薬液処理

トッピング技術

チュービング成形

コーティング技術

摺込み成形

コード

ロープ

製綱・製紐技術

糸加工技術

製織技術

加工糸

自動車 ：豊田合成(株)と連携したエアバッグ開発、
安全部品 次世代シートベルト開発

高級車向け内装品開発

パルテム：施工の効率化を図る新工法の開発

防 災：消防用ホースの新製品開発、
生産ラインの自動化/省人化、
次世代環状織機の開発

産業資材：地盤改良製品の用途拡大

①軽量繊維コンポジット材の商品開発
②ファイバーセンシング技術開発
③ 金属から繊維への置換製品開発

（2022～2024年度） （2025～2027年度） 
研究開発費の増大
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人材戦略（更なる成長のための基盤整備）

人は最も重要な経営資本であり、人材の育成と確保に注力。
「人材がいきいきと活躍し、チームワークを発揮できる会社風土」を築くため、
アシモリ ルネサンス プログラムを実行します。

＜芦森グループ人材Vision ＞

高い専門性と幅広い視野、論理的展開力を有し、
スピード感を持って問題解決ができる人材

＜人材育成方針＞

1.会社は、成果を上げた人、
努力を惜しまない人を公正に評価します

2.会社は、社員教育を充実させ、
社員の成長を後押しします

3.会社は、社員が働きやすい職場環境と
風通しが良い風土の構築に努めます

アシモリ ルネサンス プログラム

「人」は最も重要な経営資本です。
「人材がいきいきと活躍し、チームワークを
発揮できる会社風土」を目指します。

「上司とメンバーのコミュニケーション強化」に重点を
置きます。

キーワードは次の３点です。

公正な
評価

働きやすい
環境

教育の
充実

【基本コンセプト】
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アシモリ
ルネサンス
プログラム

～人材がいきいきと活躍し、チームワークを発揮できる会社風土～

人材戦略（更なる成長のための基盤整備）

経営理念
社是

Mission, 
Vision, 
Values

評価・
処遇

多様性

職場環境

キャリア
形成

教育
制度

管理職とメンバーの１対１面談を充実

環境や設備の改善

従業員教育の充実

管理職教育の充実

キャリア形成計画、計画的な異動

多様な人材が働きやすい人事制度

公正な評価、処遇制度

求める人材像の策定 方針・目標管理の充実

IT技術を利用した働き方改革

事業企画ができる人材
新製品開発ができる人材
海外拠点を経営できる人材 等

仕事の基本の徹底（QCストーリーに
基づく問題解決手法、TWI等）

会社方針、本部方針、部方針と
各人の目標管理がリンク

多様な人材の登用や、
育児・介護との両立を促進する
柔軟な人事制度

オフィス環境、製造現場の作業環境効率的なデータ活用、
業務プロセス改革

役員研修、管理職研修
（コミュニケーション、仕事の管理手法）

各人の育成計画に基づくジョブローテーション
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ESG戦略（更なる成長のための基盤整備）

マテリアリティ（持続的な成長のための重要課題）を踏まえたESG戦略の展開

企
業
価
値
の
向
上

5つのマテリアリティ

E

S

S

G

G

環境との調和

確かな品質と
適正な価格での製品提供

人材育成とダイバーシティ

ガバナンスの充実

法令・
ルール遵守の徹底

創業150周年に向けた施策の展開

2050年のカーボンニュートラルに向けた中間目標への各種施策の推進
中間目標：温室効果ガスの排出量を2030年度に2013年度比46%削減
施策：省エネ取組みの深化、フォークリフトのEV化、高経年設備の更新、

産業廃棄物低減への取組み、など

従業員行動規範（コンプライアンスガイドブックを含む）の周知と実践活動

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
的
な
成
長

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
基
盤

品質安全総点検活動による品質管理のレベルアップ、
TPSに基づく原価改善活動

アシモリ ルネサンス プログラムの推進
教育の充実、多様な人材が働きやすい人事制度の整備

投資家との対話、認知度の向上、情報開示の拡充
決算説明会の開催、機関投資家への個別説明、Webサイトの更改、など
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事業別の売上・営業利益目標、ESGに関する全社KPI

項目 現状 KPI
達成
時期

温室効果
ガスの
排出量

（国内連結）

2013
年度比
2%減

2013
年度比
46%減

2030
年度

女性管理職
比率

10.5％ 15％
2030
年度

男性の育児
休業取得率
（国内連結）

62.4％ 90％
2030
年度

取締役の
女性比率

0％ 10％
2030
年度

＜ESGに関する全社KPI＞＜事業別の売上・営業利益目標＞ （単位： 百万円）

2026年
3月期

2027年
3月期

2028年
3月期

自動車安全部品事業

売上高 46,000 47,000 48,000

営業利益 2,200 2,300 2,500

機能製品事業

売上高 20,000 21,000 22,000

営業利益 1,600 2,000 2,300

その他収入、
本社経費ほか

営業利益 ▲800 ▲800 ▲800

合計

売上高 66,000 68,000 70,000

営業利益 3,000 3,500 4,000

※ KPI＝Key Performance Indicatorの略。「重要業績評価指標」などと訳されます。

2031年
3月期

90,000

6,000～

～

～
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本資料には、業績見通しおよび事業計画等を記載しております。
これらにつきましては、各資料作成時点においての経済環境や事業方針等の一定の前提に基づいて
作成しております。したがって、実際の業績や事業計画は様々な要因の変化により、異なる結果と
なり得ることをご承知おきください。
また、本資料の権利は作成者である芦森工業株式会社に帰属していますので、作成者への事前の許
可なく、使用・複製・転載等の無断使用はご遠慮願います。

IRに関する質問・お問い合わせ

芦森工業株式会社
〒566-0001大阪府摂津市千里丘7丁目11番61号
総務部 総務広報課 ＴＥＬ:06-6388-1212

注記事項
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